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　近年，1111n－oxine標識血小板を用いた血小板シンチ

像による血栓検出の有用性が高まりつっある。心腔内

血栓においては，シンチ像より左室壁在血栓を検討し

た報告はあるが，左房内血栓に関する報告はほとんど

ない。そこで，今回，演者らは血小板シンチ像より左

房内血栓の検出を試みた。　対照としては僧帽弁膜症18

例，連合弁膜症9例の計27例であり，その内11例は

弁形成術或いは弁置換術を受けた。27例の内9例にシ

ンチ像陽性所見を得，残り18例は陰性であった。陽性

所見9例の内4例は手術の際左房内に血栓の存在が確

認され，2例はfalse　positiveであった。陰性所見18

例の内4例は手術の際左房内に血栓が存在しないこと

が確認され，1例はfalSe　negativeであった。　以上よ

り，111　ln－oxine血小板シンチ像は左房内血栓の検出

に充分有用であると考えられた。

　In－111－oxineの標識血小板シンチグラフィーを

用いて心腔内血栓及び血管系血栓の検索を行ない，心

エコー法，CT，血管造影，手術等の結果と対比した。

血小板の標識はThakurらの方法に準じて行なった。

対象は心筋梗塞（MI）14例，僧帽弁狭窄症（MS）10例

ペースメーカー植え込み術後2例，解離性大動脈瘤（

DA）4例，閉塞性動脈硬化症（ASO）3例，　Bu－

erger病1例，人工血管2例，血栓性静脈炎3例，肺
梗塞2例の計41例。心腔内血栓の検索においては，M

I中4例，MS中1例に血栓が描出され（うち3例に
ECTを施行），すべてに心断層エコー上明らかな血

栓が確認された。一方血管系血栓の検索においては，

DAにおいて2例が陽性で，うち1例がCTで確認さ

れた。2例とも血管造影上は血栓は明らかではなかっ

た。ASO　1例，人工血管1例，血栓性静脈炎2例が
描出され，いずれも他の検査法では血栓の存在は明ら

かでなかった。心腔内血栓及び血管系血栓における描

出例，非描出例について詳しく検討をくわえ報告する。
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　In－111－oxine血小板は，血栓形成部位に集積し，

その臨床的有用性については，多くの報告が行なわれ

ている。我々は，解離性大動脈瘤に生じた血栓につい

て，In－111－oxineによる検出能，新・旧の血栓の集積

程度の差，経時的にみた放射活性減衰の程度，凝固阻

止剤を用いた時の集積変化について，CTと比較しな

がら検討した。

　新しい血栓では，In－111－oxineのとりこみが多く，

古いものでは，その程度が弱い傾向がみられた。また，

他の集積臓器（肝，脾）のCountと血栓部のComtの

比をとり，その動態について検討を行った。24時間

後の像では，2時間像に比し，血栓存在部がより明確

になることがわかった。

　血小板凝固阻止剤を用いた症例で，血栓形成面での

activityの変化について，病理標本と組織中の放射活

性を比較検討した結果，本検査は薬剤の作用効果判定

の一つの指標となる可能性が示唆された。さらに症例

を重ね，より細かい動態検索と心臓領域の血栓形成に

ついても検討し　報告する。

　人工血管における血小板の集積の有無とpatencyの

関係と評価する目的で，人工血管置換術の行われた18

症例を対象に111　ln一血小板，99MTc－HSAシンチグラフ

ィーを実施した。血小板集積の有無の診断は，人工血

管の部位にて111　ln一血小板の放射能がggmTc－HSAより

高く見える場合をp。sitivθとした。血小板シンチグラ

ムはtracer投与48時間後に撮影した。シンチグラム

陽性のものは18例中9例（50％）であった。その内訳

はaorto－bifemoral　graft　lこて7／11（63％），axillo－

femoral　graftにて1／1（100％），　ileo－femoral　graft

にて1／6（17％）であった。血小板集積のパターンは，

aorto－bifemoral　graftにてfocalなuptakeを認めた

ものが18例中3例，diffuseなuptakeを認めたもの

が18例中4例であった。血小板のf・ca1なuptakeを
認めた症例では，いずれも99mTc－HSAのdynamic　study

にてgraftの閉塞パターンが得られた。　diffuseな血

小板のuptakeを認める部位では，graftのpatency
の良好なパターンが得られた。また術後の期間と血小

板の集積の程度などについても検討した。
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